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序

旧伊勢国奄芸郡のほぼ中央に位置する河芸町三行の地は、巡見街道が走る交通の

要衡の地であり、古くからの豊かな歴史を現在に伝えています。それは中ノ川と田

中川に狭まれた丘陵上に、縄文時代以降の多くの遺跡が分布しており、特に三行よ

り徳居にかけては古墳時代より平安時代にいたる県下でも有数の大古窯跡群を形成

していることからもうかがわれます。これらの地下に眠る文化財は、今後も永く後

世に伝えていくことが、現在に生きるわれわれの責務であります。

三行の集落を見下す三行城跡は、多くの人々の歴史を見つ続けてきたものと思わ

れます。今回、この城跡の一部が、県道三行・上野線特殊改良工事により、削平さ

れることになったために、事前に発掘調査を実施いたしました。この調査記録が、

地域の歴史解明をはじめ文化財保護の一助になれば幸甚であります。

最後に、発掘調査の実施にあたって、御協力をいただいた関係諸機関をはじめ、

地元各位に謝意を表すとともに、今後とも埋蔵文化財の保護に御理解と御協力を願

うものであります。

昭和 60年3月

三重県教育委員会

教育長横田猛雄



例 言

1 . 本書は、三重県安芸郡河芸町大字三行字住持109紺『地ほかに所在する「三行

城跡（みゆきじょうあと）」の発掘調査結果をまとめたものである。

2. 発掘調査は、県道三行・上野線特殊改良工事に伴なって実施した。

3. 調査は、昭和59年度に三重県教育委員会が三重県土木部の執行委任を受けて

実施した。

4. 調査期間は、現地調査が昭和59年11月から同年12月、整理作業が昭和60年 1

月から同年 3月である。

5. 調査体制は下記のとおりである。

調査主体 三重県教育委員会

調査担当 同事務局文化課

主事梅澤裕 技師山田猛

6. 整理作業および報告書作成は、調査担当の 2名があたり、執筆は調査担当 2

名の協議結果を分担した。この直接の文責は文末に示した。

7. 本書は全て真北を用いた。なお、当地の磁針方位は西偏約 6度20分（昭和55

年）である。

8. 三行城跡の遺跡略号は「 9TMY」とした。

9. 本書には付篇として、三行在住の伊東家に伝わる文書類を掲載した。

10. スキャニングによるデーター取り込みのため、若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率はスケールバーを参照ください。
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ー 経 過

三重県教育委具会事務局文化課は、埋蔵文化財保護のため、国および県にかかる各種公共事業

に関して、県庁11'1関係各課へ年度毎にti~業照会を実施してきた。この同答で得た計画図面を参考

に、1-JJ業地内の遺跡分布調査を実施し、その結果を関係機関へ通知している。

昭和57年10月に次年度の']J業照会をし、道路建設課から57年10月に回答を得た。この衣料に碁

づいて58年3月までに文化課職員が分布調査を実施した。この結果、三行城跡も、県道三行上野

線特殊改良工事計画地内に及ぶことが明らかにな った。

二行城跡は、周知の迫跡と して登録されていた（県遺跡番号4813)。しかし分布調査の結果、厠知の遺

跡範囲は迫構群の一部であり、事業地内にも郭や堀が存在する事が確認された。この分布調査結

果は、 58年3月に道路建設課に通知し、同月末に津土木事務所と現地立ち合いをした。同年10月

にも再度現地立ち合いを行ない、調査面禎や範囲、調査による排土の処理方法等について協議し

た。

発掘調査は、昭和59年度に実施することとなり、 8月には土木部長から文化課長宛調査依頼が

届き、 10月には執行委任を受けた。

三行城跡周辺航空写真
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現場調査は、 59年11月6日から同年12月12日まで実施し、 60年 2月には城跡全域の航空測量も

行なった。発掘作業には、三行の区長を通じて地元各位の参加を受けた。

発掘終了後の12月15日には、河芸町郷土史会ほかの約40名が遺跡見学におとずれた。

なお、調査に際しては、土木部道路建設課や津土木事務所等の関係機関と共に、三行区長をは

じめとする地元各位の多大な御協力を得た。記して謝意を表したい。 （山田）

II 位置と環境

三行城跡 (1) は、東流して伊勢湾に注ぐ田中川の中流域に所在する。この地域は、浸食の進

んだ新生代第三紀層が丘陵を形成しており、三行城跡もこの尾根上に立地する。

三行地域は、田中川に沿って東行すれば河芸町久知野を経由して上野や千里方面に至る。また、

巡見街道（国道 306号）を南下すれば黒田や津市一身田町に至り、北上すれば鈴鹿市三宅町に至

る。このように、比較的交通の要衝地であった三行は、応永31(1424)年に「三行郷」として現
① ② 
われ、文明 9 (14 77)年には「御幸村」とも記されている。旧伊勢国奄芸郡に属し、村高は文禄

3 (1594)年において 1,009石余であった。

第 1図位置図 (1: 50,000) 
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以下、 三行城跡周辺の埋蔵文化財を中心に、時代順に概観しよう。

縄文時代には、前 ・中期の遺物を出土した、郡山遺跡群 (2)に含まれる追谷遺跡が知られる。

弥生時代は、中の川下流の磯山 (3)から、六区の袈裟欅文を持つ扁平鉦式の銅鐸が出土して

いる。また、八幡遺跡 (4)や北黒田遺跡 (5)、赤部遺跡 (6)等も知られている。

古墳時代には、田中川と北方の中の川に挟まれた丘陵を中心に、多くの古墳や古窯あるいは集

落跡が分布する。

田中川流域には、剣塚 (7)や、鉄刀や須恵器を出土した丸塚 (8)等が知られている。
③ 

北方丘陵上には、 三角縁波文帯三神三獣鏡を出土した赤郷古墳 (9)や、帆立貝式の経塚古墳

(10)等をはじめ、多くの古墳群が散在する。

古墳時代の集落跡も、郡山遺跡群 (2)をはじめ、狭間の脇遺跡 (11)や狭間の脇南遠跡

(12)、真黒遺跡 (13)等が存在する。

また、 三行から徳居周辺の丘陵には、古墳時代から平安時代に至る多くの古窯跡が確認されて

おり、徳居古窯跡群と総称されている。三行字小林に所在する13号窯 (14)もこれに属し、第 6

図に表面採集した小片 (4)を図示した。
④ 

奈良時代から鎌倉時代におよぶ竪穴住居や掘立柱建物が、郡山迫跡群や千里ヶ丘遺跡 (15) に

おいて検出されており、後者からは「和同開称」銀銭も出土している。また、大門遺跡 (16)か

調査後北郭全景 （南から）
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A
 

1 : 400 20m 

第3図調査前測量図

らは蔵骨器が、西毛谷遺跡 (17) からは陶棺が出土している。

中世城館跡は、三行城跡 (1) を除いて田中川流域には、元亀元 (1570) 年に築城された上野

城 (18) や西千里に所在したらしい円応寺城跡が知られているのみである。

⑤ 
そのほか、北黒田には黒田城跡 (5)、南黒田には秋葉城跡 (19)、三宅には三宅城跡、御薗には

御薗城跡 (20) が存在しており、ほぼ現在の大字毎に分布する事が窺われる。 （山田）
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調査後南郭全景 （北から）

調査後南郭部分 （西から）

-7-



@ 

¥<1> 
1 : 300 20m 

N • 一一 404m 
--'--

1 • 暗黄色土（表土）
2. 暗黄灰色砂質土
3. 淡黄色砂質土
4. 黄褐色砂質土
5. 黄白色砂質土
6. 暗黄褐砂質土
7. 小岩混入茶褐砂質土
8. 灰褐色砂質土

第4図 調査後測量図•土橋土層図
9. 小岩混入白褐色砂質土
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調査後南郭土塁 （西から）

B會ヽ
一調査後南郭土塁 （東から）
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調査後堀り切り全景 （西から）

3
 

出土遺物
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III 
遺 構

1 . 調査区外の遺構

周知の三行城跡は、調査区より南西に連なる丘陵上に立地する郭B (第 2図中の B) であるり

この郭には平坦部や土壇が残る。付近は「城屋敷」と呼ばれ、この南方の畑には井戸跡もある。

新発見の郭は、周知の郭Bの東へ郭A、南郭、さらに北へ北郭、この北西に郭Cと一連の尾根

に、堀り切りを介して接続する。

郭Aは、最も眺望も良く、南に開く三方土塁が巡る。郭の南方には平坦部が段々畑となって続

く一方、西方にも一段低い平坦部が認められる。新発見の郭であるが、この三行城跡の主郭であ

る可能性が高い。

郭 A と今回調査した南郭を画する堀り切りは、幅 8~15m 、深さ 3. 5m程の箱薬研堀りである。

郭Cも新発見であり、調査区北西の尾根項部に立地する。この郭は平坦で土塁は認められず、

東西に連なる尾根の鞍部に堀り切りを持つ。しかし、北に延びる尾根には明確な堀り切りは認め

られない。

なお、第 2 図右下にも鞍部が堀り切り状を里す部分がある。しかし、この東• 西に接する尾根

は特に郭と認める程の形状ではない。

今回調査した北郭は、南方だけではなく、調査区外になるが東• 西の尾根にも堀り切りを持つ。

西方の堀り切りは郭Cとを画するものであり、今日では山道の切り通しとして利用されている。

東方の堀り切りは、郭からやや離れた尾根の最も幅狭い部分に位謹する。現状では、調査区内の

堀り切りと同様に、土橋が設けられている。

また、北郭の北斜面には、一段低い平坦部が認められる（第 3図）。

やはり今回調査した南郭も、既述のとおり西と北には堀り切りが接するが、南東に延びる尾根

の約70m先にも堀り切りが存在する。もちろん調査区外であり、現状では山道の切り通しとして

切り込まれているが、切り通しの北面に堀底の一部が遺存する。なお、この堀の北斜面からは

備蓄銭が多量に出土したといっ。
」⑦

2. 調査区内の遺構

事業地内には、南・北2郭の大部分とこれらを画する堀り切りが該当し、発掘調査の対象とな

った。

2郭共、 3方向からの尾根が接する項部に若干の加工を施し、尾根の鞍部に堀り切りを設けた

だけのものである。

-12-



北郭 海抜42.5m 程の頂部からゆるやかに東•西•南の尾根に向けて傾斜する山項部にあり、谷

頭である東• 西の崖面は城館構築期よりも崩壊していると推定される。

項部には、東西12m、南北15m程の範囲で50cm程の高まりが認められる。現状では整地土はな

く、建物や溝等に係わる遺構は何ら確認されなかった。おそらく地山を削り出して土壇とし、何

らかの建物が建てられていたものであろう。この土壇上南東部からは、渥美産かと推定される甕

の破片 (2) が出土した。

南郭 海抜42.3m程の東西に長い項部から、北方へゆるやかに傾斜する山項部にある。北と西は

堀り切りで画されるが、その間の崖は後世の崩壊がある程度進行しているものと考えられる。南

東の尾根はそのまま70m程延びて堀り切りに至る。

郭の南端には土塁がほぼ一直線に東西に延びる。この土塁は長さ24m、幅3m、高さ 0.8m程

の規模を持つ。土層観察によれば、少なくとも観察地点に関しては全て盛土である。

土塁の内側、すなわち北側には溝が取り付く。幅数10cm、深さ20cm足らずの素掘りである。溝

底は東が西よりも70cm程低く、そのまま東に開口する。常滑の大甕片 (1)が出土した。

郭内は南•北 2 段の平坦部に分かれており、土塁の取り付く南側の平坦部は土壇状を呈す。こ

の北縁中央部は、現状では内弯しているが、整地土の流失によるものど推定される。北東隅も流

失しているため、旧状は不明である。西縁は不明瞭であるが、おそらく西接する堀り切りの肩部

が非常に低い土塁状を呈して北西に下っており、土壇西縁との間には土塁北縁から続く溝が存在

したものであろう。

郭内北半部は、南半部の土壇状高まりよりも Im程低い平坦地である。土師質の羽釜片 (3)

が表土から 1片出土した。

堀り切り 南・北郭を画する幅6-----7 m、深さ 2m近い箱薬研掘りである。尾根の鞍部を直線的

に切断する素掘り溝であり、現在では土橋（第 3・4図）が付設されている。堀り切り内からは

遺物が出土しなかったため、時期決定資料を欠く。しかし、土橋部分の土層図（第 4図）によれ

ば、埋土下層 (5-----9層）は堀り切り内全域に堆積しており、上層 (2-----4層）のみは土橋付設

時に旗かれている。したがって、この土橋は堀り切り掘削後、一定の時間が経過した後に付設し

たものであり、地山を掘り残したものではない。しかも城館の一般として、存続期に土橋が付設

されたとは考え難い。またこの土橋は、近年まで三行の集落から北方の谷水田に通ずる山道とし

て利用されていた。この山道には、北郭東方の堀り切りに残る土橋も含まれる。以上の点から、

土橋は三行城廃絶後に付設されたものであり、城館存続期には土橋のない素掘りであったものと

推定される。
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W 遺 物

調査区内から出土した遺物は、無釉陶の甕数片

(1~2) と土師質羽釜片 (3) のみであった。

無釉陶の甕は 2個体分認められる。 1は南郭の

土塁北側の溝から出士した1本部片である。外面に

は、横 1列に縦長の格＋状押印を、内面には粘土

継目を残す。茶褐色を呈し、焼成は良好である。

常滑焼の大甕と推定される。

2は北郭土壇上から出土したものである。図示

した底部片以外にも、同一個体らしいf本部や頸部

の破片が数片認められる。底部は比較的薄手であり、頸部はゆるやかに屈曲して1本部に続く。

黒灰色を星し、細砂粒を多く含む。渥芙産の比較的大形に属す甕と推定される。

ノ． ゜L3 
第6図遺物実測図 (1: 3) 

土師質の羽釜片 (3) は、南郭の北側平坦面表土から出土した。短かく直線的に開く口縁部の

下に、やや上向きのツバが付く。ツバの下面以下はヘラケズリが施され、その他の面にはロクロ

を使用したかと思われる横位のナデが残る。土師質ではあるが硬い焼成であり、胎土中には赤色

等の多様な砂粒を含む。

4は、当遺跡西方の徳居13号窯 (14) において表面採集した須恵器杯身片である。口縁部は短

かく内傾し、口径は10cm程と推定される。 7世紀前葉の所産であろう。 （山田）

V 結 五ロ
11110. 

1 . 遺構と遺物

三行城跡は、尾根の項部に郭を設け、鞍部に堀り切りを入れたものであり、少なくとも 5郭か

ら構成される。

今回発掘調査した南•北 2 郭は、主郭と推定される郭·A の北東に連なる。

北郭は、東• 西• 南の三方の尾根に堀り切りをもち、北方の一段低い部分には小規模な平坦部

がある。調査区は項部の平坦部に限定された。項部は東西12m、南北15m程の土壇が造り出され

ており、水甕らしい破片 (2) が出土した。

南郭は、北と南西には各々北郭や郭Aが堀り切りを介して連続する。また、南東の尼根も70m
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程先に堀り切りが存在する。調査区は郭の大部分を含むが、尾根は事業地外である。郭の南縁に

低い土塁が直線的に延び、北裾に小溝が取り付く。この小溝の東部からは、常滑焼らしい大甕の

破片 (1) が出土した。郭内は南半分が北半分よりも一段高く整地されており、この西縁にも南

縁と同様に小溝が存在したらしい。この小溝は、西南の堀り切りの北肩との間に位韻するが、堀

り切りの肩部は南縁の土塁から斜めにわずかな高まりとして続く。

西•北の郭を画する堀り切りは、尾根の鞍部に位潰し、幅 6~7m 、深さ 2m 近い箱薬研掘り

の素掘り溝である。土橋が一部に存在したが、城廃絶後に設けられたものであろう。

以上のように三行城跡の郭は、比較的自然地形の加工が少ない点に特徴がある。また、出土遺

物も極めて少なく、南と北の郭から水甕らしい陶器片が出土した以外、羽釜片が表土から 1片出

土したのみである。

出土した甕は、 14世紀頃のものと推定され、一応当遺跡の存続期を考える上で参考となろう。

また、各郭から水甕らしい破片以外の日常什器はほとんど見られなかった点から、少くとも調査

した 2郭は居館跡というよりも詰城として構築された可能性があろう。 （山田）

2. 伊東家文書と三行城
⑧ 

河芸町三行の伊東家は、もと神職であり、先祖は、三行城主であったと伝えられる家である。

この伊東家に江戸期から明治期にかけての文書が71点残されている。

このうち60点余りが江戸時代の文書である。そのうちわけは、耕地売渡証文22点（うち 1点は

家屋敷売渡証文）、金子借用証文 2点、奉公人請状4点、宗門改に関係する文書 7点で半数以上を

しめ、その他は、神職に関するものや、書状の断簡等である。 （書状のうちには戸田山城守から

石川主殿頭にあてたものが 1点ある。）

今回、伊東幸男氏の御快諾を得て、文書の一部を紹介することができた。

(1) 伊東家と三行の関係について

「伊東」は文政 8 (1825)年以前の文書では、すべて「伊藤」となっているので、以下「伊藤」

と記すことにする。

三行の八王子神明宮には多くの棟札が残されているが、古い時期のものとしては、正応 3(1290) 

⑨ 
年・正和 4 (1315)年・文明10(1478)年の棟札が確認できる。このうち、正応 3年のものには、

「社人伊藤茂右衛門藤定」、また文明10年のものには、「神職伊藤茂右衛門」と記されている。
⑯ 

一方、伊東家に伝わる「天正三年伊東家祖先記録」 （以下「祖先記録」とよぶ。付篇32・33頁）

によれば、 (1)工藤祐経の流れをくむ工藤親光は、伊勢国長野を領し「長野」氏に改姓した。

(2)長野親光妾腹の末子として光種が生まれた。 (3)この光種は妾のもとで成人し「伊藤」氏を

なのった。以上(1)~(3)の記録、および先に述べた棟札の記載からみて、光種がなのった「伊藤」
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姓は、それ以前から三行の社人として存在力渭窟認される「伊藤」氏となんらかの関係があるので

はないかと考えられる。先述のように、光種の当時、長野氏一族は、長野城をめぐる足利方・北

畠方の争いの中心にあった。伊藤光種もその南北朝の戦いの渦中にいたのではないかと考えられ

る。このことや、今回の発掘調査で出土した陶器甕が14世紀頃のものと推定されることから、三

行城が、従来言われていt雙よりも古く、南北朝の動乱期に長野氏一族と関係した城として存在し

た可能性もある。ただし、現時点ではこの推論を積極的に裏づける史料はない。

以上は、 14世紀前半の伊藤氏と三行の様相である。この後、 16世紀後半に至るまでの三行の伊

藤氏の動向は、先にあげた文明10(1478)年の棟札の他、＇応永 31(1424)年の「三行善覚三郎藪

⑫ → 
売券」し三行郷内の藪地を伊藤三郎左衛門という人物が 650文で買ったことが記載されているだ

けである。 「祖先記録」に次に名前が見えるのが、伊藤内蔵助重坊である。

「祖先記録」によれば、 (1)重坊は永禄10(1567)年からの織田信長の伊勢攻略の後、織田信孝（信

長三男•神戸具盛の養子）の幕下に属していた。 (2雁言孝と秀吉が争い〈天正10·11 (1582・83) 

年》、秀吉や池田恒興と家康が戦った（すなわち小牧長久手の戦・天正12(1584)年）頃、重坊は

三行村で神職につき、従来の伊藤氏の領地は分部光嘉のものとなった。分部光嘉が秀吉に召抱え

られたのが文禄4 (1595)年でありいその頃上野城へ入っていたと考えられる事などからみて、

重坊が神職についた（すなわち、武士＝三行領主から離れた）時期は、天正10年頃から文禄初年に

⑮ 
かけてではないかと思われる（重坊没年を文禄2・3年と記した断簡がある）。したがって、永禄

から天正にかけての戦乱の中で、三行城が何らかの役割りをはたした可能性も考えられる。しか

し、文献資料にも、今回の調査による考古資料にも、このことを証明するものはみられない。

(2) 伊東家の近世文書について

最初に触れたように伊東家に残された文書の大部分は近世の地方文書である。以下、これらの

文書について簡単にみておきたい。

a. 耕地売渡証文（付篇4-----21頁）

家屋敷質物証文（付篇18頁）を含めて、 22点ある（付篇には18、れをあげた）。いずれも、年貢負

担が不可能となった農民が、田・畑• 屋敷を伊藤家へ売り渡した証文である。売買の対象となっ

た土地の高が明記してあるものが18例ある。それらを単純に合計すると、伊藤家は、宝永 3(1706)

年から文化 6 (1809)年までの約 100年間で、田 5石2斗9合代・畑 1石5斗7合代、 「田畑」

7斗2升代を買い集めたことになる。
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b. 奉公人請状（付篇23~25頁）

奉公人請状は 4点残されている（付篇には 3点をあげた）。そこに記された奉公人は、①桑名領

員弁郡南大社村作次郎倅小三郎 (12歳）、②桑名領員弁郡本郷村清兵衛倅甚九郎 (17歳）、③尾州中

嶋郡御原一色村金蔵倅□良 (12歳）、④同国同郡（ママ）野田村庄吉倅新右衛門 (23歳）の 4人で

あり、それぞれ①12年、②6年、③10年、④2年の年季奉公である。奉公人に遠方の者が多いこ

とが注意をひく。

c. 宗門改（切支丹改）に関係する文書（付篇26頁~29頁）

これは、いずれも写し、控であると考えられる。 「就切支丹御改（ニー札）」の表題をもつ文書

が、弘化 2 (1845) 年• 安政 5 (1858)年・慶応 2 (1866)年の 3点（年代不詳のもの 3点）残

されている。この他、寺請状が 1 点みられる。前者は祖父・父• 自分・母・ （子供）・奉公人（奉

公人の祖父・父・母）が、 「切支丹宗門」に無関係であることを記した誓紙である。後者は他家

から嫁いできた母・妻に関する寺請証文である。 （梅澤）

〈註〉

① 二行善覚三郎藪売券（鈴鹿市郡山町酒井神社蔵）

② 若宮八幡宮上茸棟札（三行神社蔵）、〈註〉⑨参照。

③ 真田幸成「経塚古墳」（『国鉄伊勢線関係遺跡調査

報告』鈴鹿市教育委員会 1966) 

④ 小玉道明、村上喜雄『千里ヶ丘遺跡発掘調査報告

書』（千里ヶ丘遺跡発掘調査団 1968) 

⑤ 本堂弘之『三宅西条城跡発掘調査報告』[:::重県教

育委員会 1983) 

⑥ 『三重の中世城館』（三重県教育委員会 1975) (御

幸城」分

⑦ 河芸町三行在住の伊藤誠一氏の御教示による。

⑧ 「御幸」と書かれた史料もあるが、本稿では、時

期をとわず「三行」に統一した。

⑨ 八王子神明宮は「黒田村々社三行神社誌」（伊東家

文書・文書番号62) によると、明治 6 (1873)年

に三行神社と改称されている。棟札については、

河芸町郷土研究会の伊藤誠一氏、同滝上昌嗣氏の

御好意により、先年修理の際に撮影された写真を

見ることができた。三行神社に残された棟札には、

ここにあげたものの他、弘安4 (1281)年のもの

（「黒田村々社三行神社誌」前掲） ・文明 9 (1477) 

年のもの（平凡社・日本地名大系24『三重県の地

名』「三行村」の項）が、それぞれ報告されている

が、確認することができなかった。

⑩ 伊東家文書には、付篇にあげたように「天正三年

伊東家祖先記録」とその写し・が残されている。そ
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の記載は一部錯雑しており、内容からみて、天正

3 (1575)年に書かれたものではなく、江戸時代

にはいってから成立したものと考えられる。（例え

ば、天正10・11(1582・83)年の信孝・秀吉の争

い，天正12(1584)年の秀吉や池田恒興と家康の

合戦（小牧長久手の戦）が記述されていることや、

「羽柴筑前守秀吉徳川三氾I守家康公」等の表現が
なされていることなどから江戸時代に作成された

ものと考えられる。）

⑪ 例えば『三重の中世城館』（〈註〉⑥）では、元鞄年間。

⑫ 〈註〉①参照

⑬ 伊東家文書中の断簡によると、伊藤内蔵助重坊

（後に茂右衛門附茂坊）は文禄 2 (1593)年8月

25日（あるいは、同 3年9月25日）に86オで病死

した旨記録されている。戒名は秋岳栄照居士である。

⑭ 分部文書による。

⑮ 同時期に平野城（現、鈴鹿市平野町）主伊東茂右衛

門の存在が知られている。『伊勢名勝志』によれば、

彼は主家神戸氏が信長支配下に入った後、高岡城

主山銘弾正らと主家再興を企て、元絹3(1572)年

に討ち取られたとなっている。「祖先記録」の伊藤

茂右衛門尉茂坊と平野城主伊東氏とに何らかの関

係があるのか不明である。 e今後の考察を侯ちたい。

〈参考文献〉

平凡社・日本地名大系24『三重県の地名』1983 角川書

店・日本地名大辞典24『三重県地名大辞典』1983
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53

"`y
 

一

（は
）

（

は）

夫
伊
藤
者
伊
東
也
工
藤
左
衛
門
尉
藤
原
祐
経
後
胤
也
其
遠
祖
者

天
児
屋
根
命
二
十

一
世
大
織
冠
内
大
臣
鎌
足
十
代
孫
二
階
堂
遠
江
守

藤
原
為
憲
五
代
孫
伊
豆
押
領
使
藤
原
維
職

―
男
久
須
美
領
主

工
藤
四
郎
大
夫
藤
原
家
継
長
男
伊
藤
武
者
祐
継
之

―
男
也
初
名
兼
石
丸
後

任
左
衛
門
尉
工
藤
一
蕩
左
衛
門
尉
藤
原
祐
経
卜
号
其
子
犬
房
丸
任
大
和
守

（は
）

日
向
国
二
居
住
荘

二
工
藤
次
郎
左
衛
門
尉
藤
原
親
光
者
左
衛
門
尉
祐
経
之
嫡
流
也

親
光
足
利
将
軍
尊
氏
公

二
伊
勢
国
長
野
ヲ
領
ス
依
之
名
字
長
野
卜
改
其

（

は

）

（

の

）

子
孫
繁
昌
ス
縫
殿
助
藤
原
光
種
者
親
光
妾
腹
之
末
子
也
依
之
妾
乃
本
ニ

成
人
名
字
改
伊
藤
初
名
平
十
良
後
縫
殿
助
光
種
尾
州
櫃
嶋
唐
崎

之
城
ヲ
取
立
城
主
タ
リ

天
児
屋
根
命
二
十
一
世
大
織
冠
内
大
臣
鎌
足
十
八
代
孫
伊
豆
国

工
藤
左
衛
門
尉
藤
原
祐
経
後
胤
工
藤
次
郎
左
衛
門
尉
藤
原
親
光

末
男
勢
州
長
野
城
主
長
野
次
郎
号
ス
元
亀
二
辛
未
歳
織
田
信
長
公

勢
州
発
向
之
硼
織
田
三
七
良
信
孝
―
―
伊
藤
内
蔵
之
助
猫
下
属
シ
テ

武
勇
ヲ

為
家
業
処

二
信
孝
卜
羽
柴
筑
前
守
秀
吉
徳
川
三
河
守
家
康
公

池
田
紀
伊
入
道
卜
鉾
楯
及
フ
比
伊
勢
之
諸
士
尤
モ
信
孝
ノ
一
味
卜
云
卜
＇モ

己
ヵ
持
分

ヲ
第

一
卜
守
護
シ
持
ル
伊
藤
内
蔵
之
助
重
坊
鉾
楯
之
折

節
年
齢

モ
至
極
致
シ
御
幸
村
隠
居
ス
伊
藤
之
宮
社
卜
云
有
リ
伊
藤
内
蔵
之
助

重
坊
御
幸
村

二
住
ス
領
地
上
野
分
部
左
京
之
助
江
譲
リ
名
改
伊
藤
茂
右
衛
門
尉
茂
坊

改
神
職
ス

先
祖伊
藤
内
蔵
之
助
重
坊
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番
号
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多
9

元
年
砕
束
灸
抵
克

I
ー

1

・
’
 
ぉ
栢
を
氾
令
倉
ふ
て
知
．
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文
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I 39 

L ヽ

LCl 久t 
冬
わ

• ., I, ヽ
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形之儀＾吉私至私
御御 可 且者は田 倅迄親

神楽 神楽
参那前シ家 1裟切祖
候 二^ 々之者丘支父
而てよ証神シ丹之

元大 御-り 1犬道,．宗代
晦 座天之ホ門勿

日 日 候則 台通門 二 論
律 リニ＾少拙
右宗二而て之者

文
之 三 而ぞ則ジ内 片

右
寺行御ジ京も 二

衛 よ村座都不母

門 り浄候 罷妻
直兄母 成＋
二寺麦 候 二
手
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文
書
番
号
38

神
可
蒙
御
罰
者
也

（後
欠
か
）

召
抱
候
者
も
右
同
前

二
相
改
可
申
候

（は）

（
し
）
（
め
）

右
之
趣
於
偽
者
切
支
丹
志
ゆ
ら
免
ん

と
日
本
之

之
通
無
相
違
由
手
形
取
誼
申
候
尤
此
以
後

誓
紙
候
年
重
罷
在
候
者
ハ
先
年
之
誓
紙

請
状

二
も
寺
請
之
儀
苔
セ
男
女
八
歳
以
上
堅

―
私
親
祖
父
之
代
勿
論
拙
者
井

二
母
妻
子
二
至
迄（は）

切
支
丹
宗
門

二
少
之
内
も
不
罷
成
侯
私
倅
骰
者

（て
）

神
道
宗
門

二
而
則
京
都
吉
田
家
之
証
状
之

（

て

）

（

は

）

通
リ

ニ
而
御
座
候
母
妻
俄
者
前
々
よ
り
天
台
律
宗

（て）

三
行
村
浄
見
寺
之
旦
那

二
而
御
座
候
則
右
之
寺
よ
り

直
＿
一
手
形
可
参
候

一
召
抱
候
者
と
も
男
女
弐
人
旦
那
寺
之
手
形
取

相
改
親
祖
父
之
代
其
身
妻
子

二
至
迄
切
支（は）

丹
宗
門

二
少
之
内
も
不
罷
成
候
若
於
偽
者
切

（
し
）
（
め
）

支
丹
志
ゆ
ら
免
ん
と

の
可
蒙
御
罰
と
為
致

就
切
支
丹
御
改

一
札
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羽
雄
之
助
殿

L

仕

1月
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­

公
苓
•
ヽ
t

ゃ
仕
仕
か
ふ

！力
”t
f
i
[
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文
書
番
号

36

艇

応
三

天

台
律
宗
三
行
村
浄
見
寺

列
三
月

i“
t
足

一
伊
東
豊
後
母
妻
儀
代
々
天
台
律
宗

当
寺
旦
那

二
紛
無
御
座
候
若
御
法
度
之

（は
）

切
支
丹
と
申
者
於
有
之
者
拙
僧
罷
出
急

（て
）

度
埓
明
可
申
候
為
後
日
依
而
宗
門

一
札

如
件

寺
請
状
之
事
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年
,..,. 
・, 
文
書
番
号
35[

4昂
忍
払
梵
：
了
{
t悶

吋‘ゎ
しf
亙

9
駁
”心
？

tら
C

刈

gi成呼
i
、

'i
iふ
i
灸

9
.
t
42次

21yんg
9
1

ー
／
召
イ
¢
約
iぃ

~
厄
召
闊

す
な
も
？
皮
がg
社
松．i

弓
沙
し
が
イ
“
f

閉
ズ

g
i
~

叫
及
月
仕

芯

t
1も
茅
｀
舟
お
そ
ダ
席

&ii
竹
伶
サ
芍
柑
ふ
T
乃
八
；
ぷ
ぅ

符
：

？
名
；

材
i
i

を
彦

1

~

ー

”i
iオ
閉

ifi名
を
で
も
け

択
え
ガ
ふ
；
苔
クf
u

；
叱
9ぷ
戌
いf$
i

ィー

l

h

t
彦
珀
i

t

牙
心
〗

”ク，対・

を
伶
竺

?
tん

れ
g
t且
:ぇ

-—, 

慶
応

御
府
者
也

白
子
領
三
行
村
神
主

伊
東
豊
後

同

―
私
親
祖
父
之
代
勿
論
拙
者
井
二

母
妻
子
二

至
迄
切
支

（は
）

（

て）

丹
宗
門

二
少
之
内
も
不
罷
成
候
私
倅
共
者
神
道
宗
門

＿一
而

（て）

則
京
都
吉
田
家
之
証
状
之
通
IJ
ニ
而
御
座
候
母
妻
儀
ハ

（て）

前
々
よ
り
天
台
律
宗
三
行
村
浄
見
寺
之
旦
那

二
而
御
座
候

右
之
寺
よ
り
直
二

可
手
形
参
候

一
召
使
之
者
共
男
女
弐
人
旦
那
寺
之
手
形
取
請
状

二
も

寺
請
之
儀
傘
ご
男
女
八
歳
以
上
堅
相
改
親
祖

父
之
代
其
身
妻
子

二
至
迄
切
支
丹
宗
門

二
少
之
内
も
不
罷

（

は

）

（

し

）

（

め

）

成
候
若
於
偽
者
切
支
丹
志
ゆ
ら
免
ん
と
の
可
蒙
御

（は）

罰
と
為
致
翌
紙
候
年
重
罷
在
候
者
者
先
年
之

毯
紙
之
通
lJ
無
相
違
由
手
形
取
置
申
候
尤
此
以
後
召

抱
候
者
も
右
同
前

二
相
改
可
申
候

（

は

）

（

し）

（め）

右
之
趣
於
偽
者
切
支
丹
志
ゆ
ら
免
ん
と
日
本
之
神
可
蒙

寅
三
月

鈴
木
平
蔵
殿

就
切
支
丹
御
改
ニ

―
札
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竹
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文
書
番
号
33

'L_  

し

i
1

-
4楳
文
人
憎
岱
す
＊

を`

公`

辻

贄
貪
i
ヶ
‘
0
1
•そ
“

q

t
f

｀
爪

ii．ふ衣

遺
ヽ
り？
t
kえ心・・

îiふ

ク行
月
＂
ヽ

花む
．ら片
戎

t‘

を
ぷ
t

ク少
5

7
復

4§
fえ
艮
が

't,&“

北
、iiLぐ
f§
人

一

と
Q
秒
か
れ
虐
4
A
2I
ィもふ`
ヽ

ど
翌丹
上
拿
．
り
名
：

i
d
Aヤ
孔
名
y丈
，
令
）イ”

iS対

f哀
笑
ン
そ
ク
森
贔
え
牙^’

＼
誓
困
箕
ぶ
印
g'？
A
g
r
s

ー¢
A6年
6iム
Q
t氏

t
Jt位翌
殺
を
9

月
令

a々
,．弁
ィ
象
夕
吋
も
＼

ふ
丈
へ+
 

.• 
<n nf1
1ツ

1/で
ャ2
杵

f-
f
く
兄
心

I心
f
ご
ふ
〒
d
租
贔

／
ヽ
“人‘

鈴
木
啓
次
郎
殿

就
切
支
丹
御
〇
改
一

札

―
私
親
祖
父
之
代
勿
論
拙
者
井
二
妻
子
二
至

迄
切
支
丹
宗
門
少
之
内
も
不
罷
成
候
私
倅
義
ハ

（て
）

神
道
宗
門

二
而
則
京
都
吉
田
家
之
証
状

（て）

通
り
―
―
而
御
座
候
妻
義
ハ
前
々
よ
り
天
台
律
宗

（て）

三
行
村
浄
見
寺
之
檀
那

二
而
御
座
候
則
右
之
寺
よ
り

直
二
手
形
可
参
候

一
召
使
之
者
共
男
女
二
人
旦
那
寺
之
手
形
取

請
状
二
も
寺
請
之
俄
為
書
男
女
八
歳
以

上
堅
相
改
親
祖
父
之
代
其
身
妻
子

ニ

至
迄
切
支
丹
宗
門
二
少
之
内
も
不
罷
成
候
若

（
は
）
（
し
）
（
め
）

於
偽
者
切
支
丹
志
ゆ
ら
免
ん
と
可
蒙
御
罰

ヵ

為
致
誓
紙
候
年
重
罷
在
候
者
ハ
先
年

之
誓
紙
通
リ
無
相
違
由
手
形
取
縦
申
候

尤
此
巴
後
召
抱
候
者
も
右
同
前

二
相
改

（し）

（め）

（と）

右
之
趣
於
偽
ハ
切
支
丹
志
ゆ
ら
免
ん
等

日
本
之
神
可
蒙
御
府
者
也

安
政
五
午
三
月

四
十
四
才
伊
藤
豊
前

四
十
一
オ
女
房
柳

十
七
オ
男
子
虎
之
輔

十

ニ
オ

同

雅

楽

輔

I
右
四
人



26 

． 
.,,. 

文
書
番
号
31

L.
）
し
’
-

、̀‘,

.-，-
牝
で
寄

i
代
伶
仰
搾

c
、A▼ー£

9

名

Milそれ―

斤
扮
バ
t

n
L‘位
i

沿・

n-•• 
A
久
1

ぶ
＆
る
戊
ヽ
る
＾
―
ダ
り
＿
四ク――

頂
し
な
る
べ
、

祗冬‘
g̀
．t

ら
．
ふ
勺
o
r
T
~

一

trJ
、訂品
5

名

らゥルハ
＇花

私

‘

そ
妥
之
ふ

叙伯月―

jt,＃
2
F
1

5
ん
e
1
.

4
1．企
ジ
”

ー
ー
・

ほ
や
み
村
ィ

’夕‘

が
ク
ぢ
り
＇ー
り1
1
1
ィ

.'

、

Iん

，ぶ
畏
ゑ
りも＼

---『

丹
羽
紹
次
郎
殿

弘
化
二
巳
三
月

日
本
之
神
可
蒙
御
府
者
也

一行
村
伊
藤
豊
前

召
抱
候
も
の
も
右
同
前
二
相
改
可
申
候

（は
）

（

し

）

（

め

）

右
之
趣
於
偽
者
切
支
丹
志
ゆ
ら
免
ん
と

無
相
述
由
手
形
取
趾
中
候
尤
此
以
後

年
を
重
罷
在
候
者
ハ
先
年
之
然
紙
之
通

謂
状

二
も
寺
訥
之
儀
ホ
ば
」
男
女
八
才
以
上

（堅
力

）

咬
相
改
親
祖
父
之
代
其
身
母

二
至
迄

一
召
仕
之
者
共
男
女
弐
人
旦
那
寺
之
手
形
取

則
右
之
寺
よ
り
直
二
手
形
可
参
候

就
切
支
丹
御
改

切
支
丹
宗
門

二
少
之
内
も
不
罷
成
候
私
儀
ハ

（て）

神
道
宗
門

二
而
則
京
都
吉
田
家
之
証

（

て

）

（

は
）

状
之
通

二
而
御
座
條
母
儀
者
前
々
よ
り
天
台

（て）

律
宗
三
行
村
浄
見
寺
之
且
那

二
而
御
座
候

切
支
丹
宗
門

二
少
之
内
も
不
罷
成
候
若
シ

（

お

）

（

し

）

偽
於
ゐ
て
ハ
日
本
之
神
切
支
丹
志
ゆ
ら

（め）免
ん
と
の
可
蒙
御
罰
候
誓
紙
為
致
候

―
私
親
祖
父
之
代
勿
論
拙
者
Jf
ニ
母

二
至
迄
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文
書
番
号
29

‘

•

一

t令
＂
曲

Y

↑
`

.:
薗
咽
許
月
t
り
麻

A
i屠
斗

＄
応

•
t
n
g

又

ふ

k

“
,
“
勾
ぶ

札
t
‘
ー
わ
ざ
含
岱
切
―

-i.t危
―

§
、ふ
れ
谷
心
ゆ

diitJ

絆

H
は
サ
H
じ

ー
広
成
五
ク
、
望
3J
$
7
A
7
ち
＼

1ィ
f
；
夜
ぢ
r
＼
オ

ー0
9
8在
一

委
合
仕
'̂わ
A
“Z
ず
件
●
1

-

i
金
夭

も

・

ii
ノ
こ
れ
ぢ
ら

久
公
心
員
．．
 
す

~
ヽ

、と．クーヘん

3

文
政
八
乙
酉
三
月

伊
藤
豊
前
殿

奉
公
人
親

庄
糾
人利
左
衛
門

⑲

三
行
村
請
人

惣

兵

衛

⑲

急
度
返
済
可
仕
候
為
後
日
一
札
如
件

吉

⑲

御
差
図
次
第
可
致
候
若
又
御
気

二
入
不
申
候
ハ
、
右
之

金
子

二
利
足
を
加

へ
加
印
之
者
共

一
言
之
御
断
不
仕

雑
物
之
品
相
改
其
上
当
人
尋
出
シ
右
両
様
共
貴
殿

上
納
申
所
実
正
也
尤
此
者
取
逃
欠
落
仕
候
ハ
、

四
両
弐
分

二
相
極
則
金
子
不
残
借
用
仕
御
年
貢

弐
拾
三
歳

二
罷
成
生
所
悔
成
も
の

二
御
座
候

二
付
我
等

（三
月
）

引
請
申
□
□
よ
り
戌
三
月
迄
中
年
二
年
二
相
定
為
給
金

一
同
国
同
郡
野
田
村
庄
吉
倅
新
左
衛
門
と
申
者
年

奉
公
人
請
状
之
事
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冬
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丈
代
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冷
l

_

＿凡
ノ

文
書
番
号
28

主
馬
之
助
殿

文
化
十
四
ぎ
一
月

六
＠

御
原

一
色
村
奉
公
人
親

金

蔵

⑲

請
人斤泉

（倅
力

）（
次
力）

一
尾
州
中
嶋
郡
御
原
一
色
村
金
蔵
[

LJ
良

卜
申
者
年
拾
弐
才

罷
成
生
所
悔
成
者

――
御
座
候

二
付
我
等
引
請
丑
二
月
よ
り
亥
二
月
迄

中
年
拾
年

二
相
定
為
給
金
壱
両
三
分

二
相
極
則
金
子
不
残
請
（雑
力

）

取
御
年
者
〈

二
上
納
申
処
実
正
也
尤
此
者
取
逃
欠
落
仕
候
ハ
；
難
物

之
品
相
改
其
上
当
人
ヲ
尋
出
如
何
様
共
貨
殿
御
差
図
次
第

ニ

（奉
公
不
力
）

可
仕
候
若
又
御
役
所
よ
り
御
領
分
迫
[

]
出
か
又
ハ
御
気

二
入
不
申

]
返
済
可
申
候

候
ハ
、
右
之
金
子
二
弐
割
之
利
足

ヲ
加
[

（は
）

一
御
公
儀
様
御
法
度
之
儀
者
不
申
及
御
家
御
作
法

二
少
も
相
背

（え
）
（
も
）

申
間
敷
候
万

一
如
何
様
之
六
ヶ
敷
儀
出
来
仕
候
共
貴
殿
江
少
茂

御
苦
労
懸
ヶ
申
間
敷
候

（は
）

（

て
）

一
宗
旨
者
代
々
本
願
寺
宗
旨

二
而
正
権
寺
旦
那

二
紛
無
御
座
候

（て
）

則
ち
請
状
請
人
方

二
取
慨
申
候
初
而
請
状
如
件

奉
公
人
請
状
之
事
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Z
予
ク
絵
暑

t長
芯
点
拉
／
荼
象
¢
を
長
努

花

iみ
＄
な

tg空
ゑ
令
ク
古
玄
9

こ
万
之
拿
ゑ
岱
名
笙
製
今
曼
ど

；
み
い
口

r2桑
令
+
ク
た
心
斉
9すへ`

f
gと~

-itrぇ
悶
尺
万
庄
広
f
豆
翠
汀
他
吃
桑

f
ーつク
於
互
虎
ヵ
安
衣
”
盃
込
ん

虹
―
ti
塁
ぬ
ィ

I

一
そ
ム
§
‘入
ふl
^
f、で
g
ぇ
怯
；
ダ
i爵

4
雙
竺
？
を
人

f
iふ
次
さ
委

令
ウ
2
ー
ハ

-
｀
長
了
芯
索
ぶ
閃

9
店
忍

-
t
ん
t
忍
名
忘
~
峯
羞
す
慮
了

せ
ゑ
賃
象
整
易
序
挽
悶
る
代
、

t
ふ
多

ふ
史
梵

it人

fli
-

1
人
社
ら
歩
ふ

-

て
し

一

ー'-竹討令
伯
沿
＼

文
書
番
号

27

- •

KI
T村
庄
内
殿

亥
二
月

（と
）

一
桑
名
御
領
員
弁
郡
本
郷
村
消
兵
衛
倅
甚
九
郎
与
申
者
年
拾
七
才

罷
成
生
所
槌
成
者

二
御
座
候

二
付
我
等
受
人
二
罷
立
当
亥
二
月
よ
り

巳
二
月
迄
中
年
六
年
季
相
極
メ
給
金
弐
両
弐
分

二
相
定
メ
費
殿
へ

奉
公
差
出
シ
申
候
只
今
金
子
不
残
借
リ
受
則
御
年
貢

ニ

上
納
申
所
実
正
也

役
人
消
右
衛
門
＠

睛
人

利

兵

衛

⑲

（は
）

（も）

一
御
公
儀
様
御
法
度
之
儀
者
不
及
申
上
御
家
之
御
作
法
少
茂

相
背
申
間
敷
候
万

一
此
者
取
逃
欠
落
仕
候
ハ
、

早
速
尋

出
シ
其
品
相
改
渡
し
可
申
候

一
貸
殿
御
気

二
入
不
申
候
か
不
奉
公
仕
候
ハ
、
右
之
金
子

二
弐
割

（
は
）
（
て
）

之
利
足
加
へ
候
か
又
者
人
代
――而
も
貴
殿
御
差
図
次
第
急
度

埓
明
可
申
候（は
）

一
宗
門
之
俄
者
代
々
浄
土
其
宗
圏
琳
寺
檀
那

二
紛
無
御
座
候

（は）

一
仕
着
之
低
者
夏
冬
共
御
家
御
定
之
通

二
可
被
下
候
此
内
一
ヶ
年
ハ

（て）

仕
省
無
御
座
候
筈

二
相
極
申
候
為
後
日
請
状
防
lln
如
件

売
主

清
兵
衛
同
l

安
永
八
年

御
請
状
之
事
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番
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冬
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‘
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え
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石
汀
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t体
ヶ
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：
ト
ふ
匹

ゑ，
ーエ
凡

鴻

沿
人
ク

」`

表
i
人
占
ぉ
ば
｝

！
 

伝和？
ヤ
午
’t
か
そ
み
な
了

号
24

---・, 

茂
右
衛
門
殿

家
主
善

平
殿

茂
右
衛
門
申
壱
ケ
も
銭
壱
文
取
不
申
候

借

主

五

兵

衛

⑱

請
人
忠
右
衛
門

⑲

糾
人

嘉

平

治

⑲

手
形
之
事

（は）

右
者
家
入
用
之
金
子
也

一
此
家
辰
之
年
よ
り
申
年
迄
壱
ヶ
年
ニ

O
（
五
兵
衛
印
）

金
子
壱
歩
弐
朱
つ
、

二
借
申
処

実
正
也
何
時
成
共
入
用
次
第
ニ

明
渡
可
申
候
約
束

二
致
候

為
後
日
手
形
如
件

享
保
九
年

辰
ノ
正
月
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文
書
番
号
22

茂
右
衛
門
殿

巳
七
月
日

為
後
日
之
明
如
件

庄
栓
治
郎
兵
衛

⑲

譲
主

勘

兵

衛

⑲

受
人
甚
右
衛
門

R

無
之
候

御
蔵

へ
上
納
申
候
所
実
正

二
御
座
候

（は
）

右
之
畑
諸
親
類
者
不
申
及
何
方

（も
）（
ま）

よ
り
少
し
茂
か
満
ひ

売
渡
し
則
右
之
金
子
不
残
受
取

高
城
畑
也

ヵ

右
之
畑
去
辰
年
御
未
進
指
詰
リ
申（て）

候

二
付
貴
殿
へ
古
金
壱
分
弐
二
而

一
高
弐
斗
八
升
三
合

譲
渡
し
申
畑
之
事
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我
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．
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I

今

笈
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託
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8

該
．
ふ
な
省

孔
令

9
0
り心
．

危

9
-「
J
バ

も一

書
番
号
21

．
 

巳
二
月

右
ハ
辰
之
御
年
貢

二
指
詰
リ
金
壱
分
に

譲
リ
則
御
蔵
へ
上
納
致
可
申
候
若
此
畑

二
付
六

ケ
敷
事
出
来
仕
候
ハ
請
人
罷
出
急
々
度
埓

明
可
申
候
為
後
日
如
件

一
高
壱
升

伊
藤
市
之
進
殿

譲
主

儀
右
衛
門

⑲

餡
人
□
左
衛
門

⑲

庄
屋
孫

七

⑲

譲
リ
渡
シ
申
畑
之
事

か
い
と
山

北
脇
畑
松
林
也
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文
書
番
号
20

． 

—·— 

（
後

欠

）

一
高
三
斗
九
升
弐
合
ふ
か
た
田
也

右
ハ
酉
ノ
御
年
首
二
指
詰
リ
申
―
―付

金
子
三
分
弐
朱

二
譲
リ
渡
シ
則

代
金
不
残
悔

二
請
取
御
蔵
へ
上

納
相
立
申
所
実
正
也
於
此
田

ニ

（も
）

何
方
よ
り
少
シ
茂
構
無
御
座
候
若

六
ヶ
敷
義
出
来
致
候
ハ
；
請

人
罷
出
急
度
埓
明
可
申
候

（て）

為
後
日
伯
而
証
文
如
件

譲
り
主

譲
リ
渡
シ
申
田
地
之
事
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書
番
号
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ヽ
含
‘
と
主
）／

ず屈ょ

．
 

笥
伶

i
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一

々
生
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岱
り

一

分

;
iぶ
お

4
tー
i

訂
ー
な
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合、

i
f

rす

-1g

ふ
箪
筍
占

枯
付と`ぷ

笏
ヤ
＼
、
紀
4
か心令

.i
 

市
之
進
殿

文
化
六
年

七

⑱

六

⑲

罷
出
急
度
埓
明
可
申
候
為
後
日
質
入
証
文

（て）

初

而
如
件

質
入
主
甚
受
人次
郎
兵
衛

⑲

ヶ
儀
之
右
衛
門

＠

ヶ
孫

ニ
付
何
様
之
六

ヶ
敷
俄
出
来
仕
候
共
加
判
之
者
ど
も

申
候
節
ハ
貴
殿
御
勝
手
二
可
被
成
候
右
家
屋
敷
之
分

元
利
調
銀
之
節
ハ
御
返
し
可
被
下
候
万
一
金
子
相
滞

（は
）

（

え
）

右
者
去
辰
之
御
年
貢
上
納

――
指
詰
リ
候
―
―

付
貴
殿
江

〇
（
甚
六
印
）

金
子
弐
両
二
預
ヶ
置
申
候
所
実
正

二
御
座
候
右
金
子

家
屋
敷

O
（
甚
六
印
）

午
三
月
限
り

利
年
壱
割
弐
分
五
厘

家
屋
敷
質
物
証
文
之
事

巳
三
月
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、

i
t

ふ

i
体

月

t企マ
4
$‘
 

r̀

““り
レ

み
止

子
ノ
極
月

譲
り
渡
シ
申
畑
之
事

（
朱
密
き
）
（
わ
）

一
高
九

升

五

合

田

北

王
き

（朱
審
き
）

一

高

弐

斗

六

升

四

合

畑

同

所

（
朱
書
き
）

1
高
三
斗
五
升
九
合

右
ハ
子
ノ

御
未
進

＿
一
指
詰
り
申
候
＿
一
付
金
子
壱
両
二

相
極
メ
金
子
不
残
槌

二
請
取
御
未
進

二
上
納
申
所

（も）

実
正
也
此
畑

二
付
何
方
よ
り
少
茂
構
無
御
座
候

若
六
ヶ
敷
義
出
来
候
共
我
等
引
請
急
度
埓
明

（て）

可
申
候
為
後
日
譲
り
証
文
初
而
如
件

安
永
九
年

譲
り
主
八
郎
兵
衛
⑲

請
人喜

兵

衛

⑲

同
断平
右
衛
門

⑱

庄
屋長
左
衛
門
⑲

市
之
進
殿

二
郎
作
分

同
人
分
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文
書
番
号
17

.. 

~ 

亥
極
月

力

五
十
七
下
之
畑
壱
畝
十
五
分

譲
申
畑
之
事

一
高
七
升
五
合
也

（
は
）
（
未
力
）

右
者
当
亥
御
味
進
二
指
詰
金
弐
歩
譲
則
金
子

（え）

協
訥
取
御
蔵
iL
上
納
申
処
実
正
也
此
畑
付

如
何
様
之
六
ヶ
敷
俄
致
出
来
候
共
請
人
罷
出

急
度
埓
明
ヶ
可
申
候
為
後
日
初
手
形
如
件

安
永
八
年

ヵ

文
兵
衛
殿

譲
主久
右
衛
門

⑲

請
人久

兵

衛

⑲

庄
圧孫

七

郎

⑲

（ね）祢
こ
谷
畑
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り
ふ
給
父
，＼上）

文
書
番
号
16

市
正
殿

未
正
月

譲
渡
畑
之
事

一
高
四
升
九
合

六
郎
兵
衛
分

か
ひ
と
山
畑
弐
升
蒔

（
右
力
）

（

分
力
）

右
ハ
午
御
年
貢
指
詰
申
候

二
付
口
畑
金
三
口
弐
朱

ニ

相
極
売
渡
則
御
未
進
上
納
仕
候
処
実
正
也
右
畑

何
方
も
少
も
構
無
御
座
候
若
六
ヶ
敷
出
来
仕
候
ハ
A

加
判
之
者
共
引
請
埓
明
貨
殿
へ
御
苦
労
懸
申
間
敷

（
て）

切
而
為
後
日
譲
証
文
如
件

宝
暦
十
三
年

譲
主六
郎
兵
衛

⑲

請
人勘

三

郎

⑲

庄
屋孫

七
R
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文
書
番
号
15

宝
暦
七
年

則
金
子
不
残
受
取
御
蔵

へ
上
納
申
処
実

高
五
斗
壱
升
弐
合
之
内
吉
右
衛
門
分

一

高

弐

斗

五

升

八

合

金

子

弐

両

壱

分

也

（わ）

但
庄
右
衛
門
と
王
け
地
也

（は）

右
者
丑
之
御
年
貢
二
指
詰
り
申
候
二

付
譲
り
渡
シ

正
二
御
座
候
若
此
畑

二
付
六
ヶ
敷
義
出
来

（え）

候
共
加
判
者
共
罷
出
貨
殿
江
少
も
御
世
話

か
け
申
間
敷
候
為
後
日
譲
り
証
文
如
件

丑
ノ
十
二
月

伊
藤
市
正
殿

売
主松

兵

衛

⑲

請
人太
右
衛
門

⑲

庄
屋平

十

郎

⑲

譲
り
申
畑
之
事
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書
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号
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祖
昂
―

—

ご
と
り
度
そ`
ざ

h

に
1
令
る
中
色
冨
＇け
h
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g
伍
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f
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i
t
y

袷
召
況
り
4
ク
、
わ
後
•
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、
h
了ヽ＿とそ

k
kゥ
4
以
竺
flI免
一

m
ぅ
ぶ
ゎ
几
の

一

¢
 

尻
沼
1
9j
 

ふ
f

｀
矛
ツ
り
へ

．
．
．ふ
り
~
一
子名
-

ー，か
り
K

皆
雰
と
A

-

譲
申
田
地
之
事

一
高
七
斗
弐
升
三
合

代

也

た

も

の

木

（は）

右
者
金
子
五
両
―
―
譲
り
渡
間
金
不
残
悔
請
取

（
れ
）
（
も
）

申
処
実
正
也
於
此
田
地
何
連
よ
り
少
茂
構
無
御

座
候
万
一
六
ヶ
敷
儀
出
来
致
候
ハ
、
請
人
罷

（て）

出
急
度
埓
明
可
申
候
為
後
日
伯
而

一
札
如
件

田
地
譲
主

次
右
衛
門

⑲

宝

暦

六

年

請

人

重
右
衛
門
＠

子
極
月

庄

屋

孫

七

⑲

伊
藤
市
ノ
進
殿
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仕
も
長
ダ
私
灼
代
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互
尻
了
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し

閃

t
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五

し
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文
書
番
号
12

茂
右
衛
門
殿

子
ノ
極
月

延
享
元
年

庄

屋

六
右
衛
門
⑲

一
高
三
斗

五

升

[

]

な
ら
谷
田
也

右
ハ
子
ノ
御
年
貢
差
詰
り
申
付
金
子
三
両

弐
分
譲
り
申
則
金
子
協
二
受
取
子
ノ
御
年

貢

――
上
納
仕
所
実
正

二
御
座
候
於
此
田
地

少
之
か
ま
い
無
御
座
候
若
六
ヶ
敷
出
来

仕
候
ハ
こ
請
人
罷
出
急
度
埓
明
可
申
候

（日
ヵ
）

為
後
月
譲
り
証
文
仇
如
件
譲

り

主

吉

兵

衛

⑲

訥

人

五

左

衛
門

⑱

同

断

弥

兵

衛

⑲

譲
り
渡
し
申
田
地
之
事
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文
書
番
号
11

茂
右
衛
門
殿

証
文
俯
如
件

譲
り
主
吉

兵

衛

⑲

請
人五
左
衛
門
⑱

同
断弥

兵

衛

⑲

庄
屋孫

七

⑲

譲
り
渡
し
申
田
地
之
事

な
ら
谷
田
也

右
ハ
子
ノ
御
年
貢
指
詰
り
申
付
金
子

三
両
弐
分
二
譲
り
渡
し
申
則
金
子
只
今

不
残
請
取
御
蔵
へ
上
納
申
所
実
正
也

於
此
田
地
何
方
よ
り
少
も
構
無
御
座
候

若
六
ヶ
敷
出
来
仕
候
ハ
こ
請
人
罷
出

急
度
埓
明
可
申
候
為
後
日
譲
り

延
享
元
年

子
ノ
十
二
月

一
高
三
斗
五
升
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ぉ
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文
書
番
号
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'‘~ 

か

rお
吃

和ぐ`
ヽ
[、．I-＞ル
t
1

;
毒
名

永
依
嘴
沢
し
Q

‘ぷー

r"ttし

茂
右
衛
門
殿

永
代
売
渡
｀
ソ
田
之
事

（ね

）

カ

一
祢

た

に

宮

脇

田

也

右
之
田
地
代
金
三
分
弐
朱
二
売

O
（藤
七
印
）

渡・
ソ
申
所
実
正
也
此
田
地
何
方

ニ
て
も
少
も
か
ま
い
無
御
座
候
若
又

六
ヶ
敷
義
出
来
仕
候
ハ
判
行

之
者
共
罷
成
急
々
度
埓
明
可
申
候

為
後
日
如
件

甲
子寛
保
四
二
月
吉
日

売
主五
郎
右
衛
門
⑲

糾
人甚

四

郎

＠

同
藤

七

⑲
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番
号
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祖

y、J
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●
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急

像
八
殿

）
（
吉
右
肩
割
印
）

高
五
斗
七
升
三
合

譲
渡
し
申
田
之
事

元
文
元
辰
十
二
月

譲
り
主
市
郎
兵
衛

⑲

証
人勘

三

郎

⑲

庄
屋吉
右
衛
門
⑲

北
山
ね
こ
谷
田
也

ヵ

右
之
田
地
当
御
年
貢

二
差
詰
リ
申
二
付
代
古
金

O
（市
郎
兵
衛
印
）

六
両
弐
分

二
相
定
貴
殿
へ
譲
り
渡
し
申
間
右
之

0
(市
郎
兵
衛
印
）

代
金
不
残
槌
＿
一
受
取
御
蔵
上
納
皆
済
申
候

（は）

然
上
者
右
之
田
地
諸
親
類
ハ
不
及
申
何
方
よ
り

（も
）

少
茂
構
無
御
座
候
為
後
日
譲
り
手
形
如
件
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文
書
番
号
6

--• j 
I ----

茂
右
衛
門
殿

売
主久
左
衛
門
⑲

受
人長

四

郎

＠

同
断太

兵

治

⑲

庄
や吉
右
衛
門
⑲

如
件

急
度
埓
明
ヶ
可
申
候
為
後
日
手
形

御
座
候
若
六
ヶ
敷
致
出
来
候
ハ

、
請
人
罷
出

一
高
壱
斗
九
升
六
合

（は
）

（

未
力
）

右
者
辰
ノ
御
味
進

二
指
詰
リ
申

二
付
金
子

O
（久
左
衛
門
印
）

〇

（

久
荏
印
門
印
）

三
両
弐
分

二
売
渡
し
則
金
子
不
残
協

二
詰
取

御
蔵
へ
相
立
申
所
実
正
也
於
此
田
畑
諸
親

（も）

類
ハ
不
及
申

二
何
方
よ
り
少
茂
か
ま
ひ
無

享
保
十
年

巳
ノ
三
月

（わ）王
き
前
ノ
畑
也

氷
代
二
売
渡
ス
申
畑
之
事
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文
書
番
号

5
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儀
兵
衛
殿

丑
ノ
十
二
月

享
保
六
年

埓
明
可
申
候
為
後
日

譲
地
主
佐
右
衛
門

請
人才
兵
衛
（
花
押
）

同
断平

四

郎

⑱

庄
屋次
郎
兵

衛

⑱

初
テ
流
証
文
如
件

若
シ
六
ヶ
敷
俄
出
来
候
ハ
；
請
人
罷
出
急
度

実
正
也
於
此
田
地
何
方
よ
り
少

シ
も
か
ま
い
無
御
座
候

九
両

二
売
則
金
子
槌

一
受
取
御
蔵

へ
相
立
申
所

右

ハ
当
丑

ノ
御
年
貢

一
高
三
斗
六
升
三
合

（ね
）
祢
こ
谷
田
畑
也（判
カ

ニ
指
詰
り
申
＿
一
付
金
子
小
形

流
地
相
渡
シ

申
田
地
之
事
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文
書
番
号
4

公
ク
1
ク
れ

也
tぷ
g
r
0¥
j
‘

T.;ら

.iy竹
考

包

．

石
全
）
｛
符
夕
り
ふ
t
吋
ん
)

沿
令
＄
ぷ
f
r刈令
＿

ね
屹

L
3面
伍
さ

r、芸

虐形’
?
t
?
iじ
て
乃
均

f
y
t仇
＄
ゑ

アか
悶
了
よ
？
り
わ

ー

す
グみ
丈
り
〇

.tK永

f

伍名
月
1
で
灼
今
岱

危

t
L

茂
右
衛
門
尉
殿

永
代

二
売
渡
シ
申
田
之
事

（た
）

一
高
九
斗
壱
升
弐
合
代

ふ
か
多
田
也

（は
）

右
者
丑
ノ
御
年
貢
何
共
不
罷
成
候

二
付
色
々

請
人
頼
金
子
四
両
弐
分

二
売
申
候
則
金

礎

二
請
取
御
年
貢
上
納
仕
処
実
正
也
於

此
田

二
何
方
よ
り
少
も
構
無
御
座
候
若

（

於

き

）

（

は

）

六
ヶ
布
事
出
来
仕
候
者
請
人
罷
出
急

（て）

度
埓
明
可
申
候
初
而
為
後
日
如
件

先
王太
郎
兵
衛

⑲

宝
永
七
年

請
人利
左
衛
門

＠

寅
ノ
ニ
月
十
三
日

同

断与

平

次

＠

庄
屋吉
右
衛
門

⑲
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文
書
番
号
3否

―
古

'
t
E
，＂

‘¥濾

免
て
ぽ
¢
f
？
忍
什

．．．
 

一

-

t怜
人
に
介
lt含

令

匁

―

平
外
‘合
（
脩
叶
含
代
江
セ

・

？
芦
し
加
ゞ
こ
に
は
；
さ
・
を
3

芯

9
99
i
?＄心

1
り
そ
’
る
¥
え

'.iu人
云
み
冷

．一

な
塔
合
クi
ぃ
ゐ
t
佑
L
-

9£.if
乃
'9@

・ー］ふ

i
ゃ
仰
ー
ー

IJrt念

亥
ル
み
丸
＼

ふ
）
え
月
、下
2

ゑ
笈
ふ
；
了
身
]

、
奇
ふ
灼
r岱
t
令
．＂
え
翌 夕

永
代
売
渡
し
申
田
畑
之
事

（わ
）

一
高
三
斗

五

升

七

合

小

王

き

田

畑

也

右
ハ
亥
ノ
御
未
進

二
何
共
不
罷
成
候

二
付

色
々
睛
人
た
の
ミ
金
子
五
両

ニ

永
代
二
売
渡
し
則
金
子
協

二
請
取

御
未
進

二
相
立
皆
済
仕
候
処
実
正
也

（も
）

於
此
田
畑
何
方
よ
り
少
茂
か
ま
い
無
御座
候

（敷
脱
ヵ

）

（

は
）

若
六
ヶ
義
出
来
候
者
睛
人
罷
出

急
度
埓
明
可
申
候
為
其
後
日
売
主

手

形

如

件

新

右

衛

門

⑲

捐
人

宝

永

五

年

七

郎
五
郎

⑲

同
断

f
ノ
三
月
二
日

三

之

助

⑱

庄
届

茂

右

衛

門

殿

吉

右

衛

門

⑲）
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ふ
屈
伶

r、甲
9

了
g
広
陀
名
貨
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ふ
〉
)

名
ふ
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i
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＃
え
5

虐
ぷ
s
伶
が
含
心
仕
itt”

文
書
番
号
2

茂
右
衛
門
殿

い
ぬ
ノ

請
人
罷
出
急
度
埓
明
可
申
候
為
其

後
日
之

一
札
如
件

須
田
之
田
也

請
人
ヲ
多
々
頼
金
子
三
両
三
分

ニ

永

代

二
売
渡
し
則
金
子
悔
＿
一
請
取

御
未
進

二
相
立
申
皆
済
仕
処
実
正
也

（も）

於
此
田

二
何
方
よ
り

0
茂
か
ま
ひ
無

（は
）

御
座
候
若
六
ヶ
敷
義
出
来
候
者

宝
永
三
年

売
主加
右
衛
門
⑲

請
人太

郎

次

＠

ヵ

同
茂

兵

衛

⑲

三
月
四
日

右
ハ
酉
之
御
未
進
何
共
不
罷
成
候
―
―
付

一
高
壱
石
弐
斗
四
升
弐
合

氷
代
二
売
渡
シ
申
田
之
事
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文贅番号 文 書 表 題 文書作製年 差 出 人 名 宛 名 備 考

32 （木製状入れ・ 2枚） （安政 5(1858)年3月） 33を入れたもの

33 就切支丹御改ー札 安政 5(1858)年3月 伊東豊前他 3名 鈴木啓次郎殿 付ー27

34 （包 紙） 35の包紙か

35 就切支丹御改ニー札 慶応 2(1866)年3月
白子領三行村神主

鈴木平蔵殿 付ー28伊束豊後

36 寺 請 状 之 事 慶応 3(1867)年3月 天台律宗i争二行見村寺: 丹羽雄之助殿 付ー29

37 就切支丹御改ニー札 □阪 ？ ？ ？ 断簡

38 就切支丹御改ー札 ？ ？ ？ 
付ー 30
33の下書きか

39 （就切支丹御改ー札） ？ ？ ？ 付ー31・断簡.. 
F. 神職関係

40 （神 道 裁 許 状） 享保18(1733)年6月6日 神祇管領 伊藤茂定

41 神 道 裁 許 状 寛延 3(1750)年6月25B
神神祇管領長副 K正部三位大蔵郷
祇権大 卜朝臣 伊藤市正大茂

42 （神 道 裁 許 状） 寛延 3(1750)年6月258 神祇管領 藤原大茂

43 （神 道 裁 許 状） 寛延 3(1750)年6月25日 神祇管領 藤原大茂

44 神 道 裁 許 状 天明 5(1785)年7月24日
神祇管領長良上正二位 1弔藤市正
ト部朝臣延 藤原茂政

45 神 道 裁 許 状 文政 5(1822)年3月5日
神祇管領長上従三位侍従 伊親東満豊前正
ト部朝臣

46 （書 状） 午 3月（文政 5年か） 鈴鹿豊後守 伊藤豊前殿

47 （書 状） 午 3月（文政 5年か） 鈴鹿豊後守 伊藤豊前殿

48 神 道 裁 許 状 天保 7(1836)年7月1日 神ト部祇朝管領臣長上従二位
ィサ藤豊前正
親信

49 神 道 裁 許 状 文久 3(1863)年8月30日
神祇朝管領長上侍従 伊藤信濃正
ト部臣 親景

50 （書 状） 亥 8月（文久3年か） 鈴鹿信濃守 伊藤信濃殿

51 （神 社 改 帳 写） 延享年中 (1744-47) ? 断簡

G. その他江戸時代の文書

52 天正三年伊東家祖先記録 江戸時代か
付ー32
巻物に表装

53 天正三年伊東家祖先記録写 江戸時代か
付ー33
巻物に表装

54 （書 状） ？ 2月15日 戸田山城守忠富 石川主殿頭殿

55 （書 状） ？ 5月10日 ？ ？ 後欠

56 （書 状） ？ ？ ？ 後欠

H. 明治以後（主に神職関係）

57 「第一條敬神愛目ノ旨ヲf本スベキ事」 明治 5(1872)年3月

58 御 届 書 明治10(1877)年10月13日 三行ィ手村東市之進
第七大区二こ小区
戸長山田光寿殿

59 教導職試補申付候事 明治12(1879)年11月29日 神道事務局 伊東市之進

60 仮 孝 證 明治17(1884)年11月6日 三重県呈典講究分所 ：：：重県行平村民伊勢国奄芸
郡三村伊東市之進

61 家系 履歴書 明治28(1895)年4月 村社社::t――・行神伊社東市之進 奄芸河曲取締
支社御中

62 黒田村治々 十社三行神社誌井二明 二年進達明細書 大正3(1914)年7月18日受附 中川又之助外3名 三重県河芸郡役所

I. 過去帳断簡等

63-71 過去帳断簡（略）

・文書表題中、 （ ）印のものは、文書中にその表題がないもの。 「 」印は、文書の書き出し部分。

印のないものは、文書中に付せられたものである。
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 伊東家文書一覧表

文書番号1 文 書 表 題

A. 耕地売渡証文

1 I水代売渡し申田之事 1 元禄12(1699)年3月4日 売主加右衛門・請人 2名 茂右衛門殿

文書作製年 差出人名 宛 名 I備 考

2 I水代二売渡シ申田之事 I宝永 3(1706)年3月4日 I売主 加右衛門・請人 2名 I茂右衛門殿 l付ー 4

3

4

5

6

 

流地相渡シ申田地之事享保 6(1721)年12月

永代二売渡ス申畑之事享保10(1725)年3月

水代売渡し申田畑之事宝永 5(1708)年3月2日
売主 新右衛門・請人 2名
庄屋吉右衛門

水代に売渡シ申田之事宝永 7(1710)年2月13日
売主 太郎兵衛・請人 2名
庄屋吉右衛門

譲地じ 佐右衛門・請人 2名
庄屋次郎兵衛

売主 久左衛門・受人 2名
庄屋吉右衛門

7 水代二売渡シ申田之事享保16(1731)年12月

8 譲渡し申田之事元文 1(1736)年12月

9 I水代売渡シ田之事寛保 4(1744)年2月

10 I (包紙） （甲十極月廿八日）

11 I譲り渡し申田地之事延享 1(1744)年12月

12 譲り渡し申田地之事延享 1(1744)年12月

13 譲り渡申畑之事延享 2(1745)年12月

14 譲申田地之事宝暦 6(1756)年12月

15 譲り申畑之事宝暦 7(1757)年12月

16 譲渡畑之事宝暦13(1763)年1月

17 譲申畑之事安永 8(1779)年12月

18 譲り渡シ申畑之事安永 9(1780)年12月

19 家屋敷質物証文之事文化 6(1809)年3月

20 譲り渡シ申田地之事

21 譲り渡シ申畑之事

22 譲渡シ申畑之事

23 譲渡申畑事

？
・
？
・
？
・
？
・

三左衛門

譲り主 市郎兵衛・証人勘三郎
庄屋吉右衛門

譲り主吉兵衛・請人 2名
庄屋孫七

譲り主吉兵衛・請人 2名
庄屋六右衛門

？・

茂右衛門殿 付 5

茂右衛門樹殿付 6 

i義兵衛殿

茂右衛門殿

茂右衛門殿

儀八殿

売主 五郎右衛門・請人 2名 I茂右衛門殿

茂右衛門殿

茂右衛門殿

譲り主 吉兵衛・請人新右衛門
庄屋吉右衝門 茂右衛門殿

田地譲主次右衛門
請人重右衛門・庄屋孫七伊藤市ノ進殿付ー13

売ヤ 松兵衛・請人太右衛門
庄崖平十郎 伊藤市正殿 付ー14

譲主六郎兵衛・請人勘ご．郎
庄屋孫七 市正殿 付ー15

譲主 久右衛門・請人久兵衛
庄屋孫七郎 文兵衛殿 付ー16

譲り主 八郎兵衛・請人 2名
庄屋長左衛門 市之進殿

質入主甚六・受入 3名 市之進殿

？・

7

8

 

付

付

付ー 9

付ー10

11・12の包紙か

付ー11

付ー12

付ー17

付ー18

付―19・後欠

巳2月
譲主 1義右衛門
請人 □左衛門・庄屋孫七伊藤市之進殿付ー20

巳7月
譲主 勘兵衛・受人甚右衛門
庄屋治郎兵衛 茂右衛門殿 付ー21

亥 7月 売主勘四郎・請人重右衛門 本三郎殿

B. 金子借用証文

: I: : : : I:::::::::;:!~: 
C. 奉公人請状

26 請状之事明和4(1767)年2月

27 御請状之事安永 8(1779)年2月

28 奉公人請状之事文化14(1817)年2月

29 奉公人請状之事文政 8(1825)年3月

D. 身代分け証文

30 I身代わけ之事 1正徳 6(1716)年1月

借主五兵衛・請人 2名 家主
茂右衛門殿
善平殿 i付ー22
''  

在［二〕山かり主半右衛門二
行むら
伊藤市正殿

南大社村奉公人親作次郎
倅小三郎他 5名

売主清兵衛・ 請人利兵衛
役人清右衛門

御原一色村奉公人親金蔵
請人新六

奉公人親庄吉・請人利左衛門
三行村請人 惣兵衛

親茂右衛門

三行村庄内殿

主馬之助殿

伊藤豊前殿

紋右衛門（？）

付ー23

付ー24

付ー25

E. 宗門改（切支丹改）関係 (31-39・いずれも、写し、控か）

31 I就切支丹御改 I弘化 2(1845)年3月 三行村伊東豊前 丹羽紹次郎殿 I付ー26
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●
異
体
字
は
、
で
き
る
だ
け
当
用
瑛
字
に
な
お
す
よ
う
に
し
た
。

（例

者

（は）
、
之

（
の）
）

代
順
と
し
た
。

例

言

い
た
。
記
し
て
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（
三
十
点
）
の
写
真
お
よ
び
読
み
下
し
文
を
掲
載
し
た
。

伊
東
家
文
書

•一．．

部

本
文
の
結
語
で
も
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、

三
行
の
伊
東
家
は
、
江
戸
時
代
を

通
じ
て
代
々
神
職
を
務
め
て
き
た
家
柄
で
、
先
祖
は
、
三
行
の
領
主
、

三
行
城

主
で
あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の
三
行
城
跡
発
掘
調
査
に
関
連
し
て
、

同
家
が
所
蔵
し
て
い
る
古
文
沓
を
調
査
し
た
。
近
世
地
方
文
書
を
中
心
と
し
て
、

総
点
数
七
十

一
点
で
あ

っ
た
。
こ
こ
に
は
全
体
の

一
覧
表

（次
頁
）
と
、

文
密
の
調
査

・
掲
載
に
あ
た

っ
て
は
、
伊
東
幸
男
氏
よ
り
御
快
諾
を
い
た
だ

•

本
文

（
写
真
・

解
読
文
）
の
配
列
は
、
次
頁
の
表
の
分
類
に
従っ
た
上
、
年

●
解
釈
文
で
は
、
漢
字
で
表
現
さ
れ
た
仮
名
は
、
原
文
通
り
の
漢
字
を
あ
て
た
。

〈付〉

伊東家文書



昭和60(1985)年3月に刊行されたものをもとに

平成17(2005)年4月にデジタル化しました。
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